
投稿俳句・短歌集 第１６号

ブカレスト ２００８．９．２６

＜ 青空を 突き刺すような 塔を持つ 黒の教会 抵抗の跡 ＞

（ブラショフに行ってきました。１７世紀にハプスブルク軍に攻められ、黒こげになったと言われて

いるそうですが、何となくその名残を感じました。５００年の歴史を感じさせる教会でした。）

○ てい学年 （H.M.さん）

いつも明るい

てい学年

低学年の教室からは本当に元気で明る

い声が聞こえてきます。楽しそうです。

○ シュテファンさん （N.M.さん）

バスのうんてん

ありがとう

いつも安全 学校とうこう

毎日のっていると当たり前に思ってしまい

ますが、かんしゃの気持は大切ですね。

○ 中休み （R.T.さん）

いっぱいあそんで

たのしいな

２０分があっという間にすぎてしま

います。どんな遊びをしていますか？

○ 落ち葉がね （K.H.くん）

ゆらゆら落ちる

かわいそう

木の葉１枚にも心があるんですね。ま

だ落ちたくないんだと・・・・。

○ 秋がきた （N.M.さん）

落ち葉がたくさん

ふうりゅうだ

○ さびしいな

秋のこうえん

葉が落ちる

四季の変化（春夏秋冬）のある国にいる

と、楽しいことがいっぱいありますね。

「風流」は、昔から日本人が自然の中で

感じてきた豊かな心の一つです。

○ 木の葉まい （Y.N.くん）

秋の足音

近づいて

木の葉がまう姿はやっぱり秋を連想さ

せますね。もう一気に秋本番ですね。


